






要約:神経芽細胞腫のスクリーニングは HPLC や EIA キットにより VMA,HVA,クレアチニン

の定量が行われている。しかし,HPLC でも数機種が利用され,カラムや抽出法などが異な

り,施設により測定値に差がある。そのために統一したカットオフ値がえられていないの

が現状である。そこで,前年度の内部精度管理につづいて外部精度管理を行った。その結

果,これらの測定はほぼ,満足できる状態で測定できていると評価できたが,指導を必要と

した施設がいくつかあり,今後,定期的な管理の必要性が示された。


